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琉球銀行は、低金利の継続や好調に推移していた県内景況の失速懸念等、厳しさを増す経営環境を踏まえ、2020
年4月より新たにスタートした新中期経営計画「SINKA 2020」では、「景況に左右されず、どんな時も地域を支え、
地域の発展に寄与する真のリーディングバンクへ」を目指す姿として掲げました。

新中期経営計画「SINKA 2020」では、前回の中期経営計画「Customer Centric 2017」の流れを汲みつつ、預金、
融資、為替・決済といった銀行本来のコア業務を「進化」させ、新たに取り組んできた銀行付随業務の「深化」を図り、
琉球銀行グループ全役職員がチャレンジし続けることで当行グループが「SINKA」していくという思いが込められて
おり、本計画に掲げた目標を達成することで、ステークホルダーの皆様の期待に応えてまいります。

新中期経営計画「SINKA	2020」スタート

琉球銀行は、2020年4月27日（月）、「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」に新たに参加しました。「ＴＳＵＢＡＳＡア
ライアンス」は千葉銀行、第四銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行、北越銀行、武蔵野銀行、滋賀銀行
の9行が加わっており、今回琉球銀行が参加することで10行の連携となり、北海道から沖縄まで全国を網羅するネッ
トワークが形成されます。
「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」では2015年10月の発足以来、フィンテックや事務・システムの共同化、相続関

連業務、国際業務、グループ会社の活用など、幅広い分野で連携施策を推し進めております。これら先進的な施策を
琉球銀行に取り入れるとともに、各行のノウハウや知見を結集し、戦略的アライアンスを一層加速させていくこと
で、お客様により付加価値の高い金融サービスを提供してまいります。

「TSUBASAアライアンス」へ参加

ニュース ＆ トピックス

2020年度経営目標：営業店態勢の進化とグループブランド力向上

SINKA 2020
～地域のためより一層のSINKAへ～

景況に左右されず、どんな時も地域を支え、地域の発展に寄与する真のリーディングバンクへ目指す姿

現状認識 現状認識を踏まえた経営戦略の方向性

【環境制約】 【基本戦略】

高齢化・人口減少 観光失速懸念 低金利継続規制緩和 AML/CFT

低成長 不動産市況低迷懸念 FinTech異業種参入 サイバー攻撃

全国 沖縄 金融環境 リスク管理

【顧客動向：顧客ニーズ・顧客接点多様化】

【当行の課題】

若年層減少 ミレニアル世代の台頭
＆

デジタル格差拡大

顧客向けサービス利益
✓ 役務収益の拡大
✓ 経費削減

自己資本比率
✓ アセットコントロール
✓ 収益源の多様化

IT投資
✓ 積極的な新規投資
✓ 既存経費削減

構造改革
✓ 経営環境の変化に対応しつつ新たな分野にチャレンジするため、筋肉質の財務体質への変革を図る

考動改革
✓ 顧客本位の業務運営を徹底するため、研修態勢を充実させるとともに、役職員の意識を変え行動を変える

IT投資戦略
✓ デジタル技術を積極的に活用し多様化する顧客ニーズに対応するとともに、行員の働き方もサポート
✓ その一方で、既存システム経費や維持更改費用の削減に取り組みメリハリのあるIT投資を実現する

グループブランド戦略
✓ グループ各社の商品・サービスをいつでも受けられる態勢とし、琉球銀行グループのブランド力
　 および企業価値向上に努める

非対面WEB完結

高齢者層拡大 対面コンサルティング
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琉球銀行は、経済産業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人2020」※の認定を取得しました。琉
球銀行は、全職員へのウェアラブルデバイスの貸与やそれを利用したウォーキングイベントの実施により、職員の生
活習慣の改善を支援しています。また、喫煙および受動喫煙による健康被害防止の観点から、卒煙支援としての禁煙
外来自己負担分補助や卒煙報奨金の支給、就業時間内禁煙（MO! SWANデー）の実施等に取り組んでいます。
※ 「健康経営優良法人認定制度」とは、地域の健康問題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取り組みをもとに、特に優

良な健康経営を実践している法人を顕彰する制度です。

健康経営優良法人の認定を取得

琉球銀行は、営業店業務改革に向けてFTBタブレットシステムを全店（ローンセンター除く）へ導入することとし
ました。FTBタブレットシステムは、普通預金口座開設など個人向け業務の一部をタブレット処理へ移行することで、
お客様の記入負担軽減や待ち時間短縮によるサービスの向上を目指し、また、手続きを簡素化することでお客様との
コミュニケーション強化を図るシステムです。2019年10月より一部店舗にて試行を行い、想定通りの期待効果が得
られたこと、およびお客様から一定のご評価をいただけたことから全店への導入を決定いたしました。
※ FTBとはFlexible & Traditional Bank（柔軟性と伝統を兼ね備えた銀行）の略称で、システムは琉球銀行と日本アイ・ビー・エム株式

会社が共同で開発しました。

FTB※タブレットシステムの導入
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